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　６月７日、弥生時代に日本に伝わったとされる古代米、

赤米（現代米の原種）の田植えが、壬生北小西側の田ん

ぼ（佐藤光徳さん所有）で、菊地肇さん、佐藤光徳さん

の指導により行われました。

　これは、町教育委員会が小・中学生を対象に土、日曜

日を利用して行っているウィークエンド・サークル活動

の一つで、″古代米づくり″講座の一環で、赤米の種ま

きから取り入れまでを発掘調査などから知り得た道具

（石包丁など）を再現・利用し、赤米づくりに挑戦します。

　この日は、親子連れなど約30人が慣れない手つきで泥

んこになりながら、一つ一つ丁寧に植えていきました。

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月15日発行　〒321-0292栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　�0282-82-1234
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(平成10年３月31日現在)

出

..a

□

人あたり

0,021円

一世帯あたり

346,772円

(栄位：千円：％)

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理解し

ていただくとともに、納められた税金や国・県支

出金がどのように使われているかを知って･いただ

くため、年２回ﾉ（６月・12月号広報紙）財政状

況の公表をしています。

　今回は、平成９年度の下半期（平成９年４月１

日から平成10年３月31日）までの収入・支出状

況についてお知らせします。

　なお､収入支出済額につい‘こは、３月まTごに確定

した傭､権貴務ぐにづいて=め出ﾐ納こ整理期間;が唇丿月j31

日ま芒あるためごﾉ叢終の決算額芒はおりませんJI……

- 一 一 一 一

　 　 ■ ㎜ ■ ㎜

般．会計概ｺ要

　平成９年度の一般会計当初予算は、１ １１億円でした

が、その後、４回の補正予算を組み、当初に比べ６．１％

増の１１７億ア､８９４万９千円となりました。

　平成10年３月31日現在の収入済額は、９８億ア、１８８

万５千円で歳入予算額の８ ３．８％にあたります。

　また、支出済額は、８２億３､８７Ｏ万９千円で、歳出

予算額の６９．９％となっています。

　その他の詳細については左表のとおりです。

(単位一円)

⇒

⇒

44,595 51,695 920 5,144 ﾌ,667

町民税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 都市計画税

140,561 162,932 2,900 16,213 24,166

(平成10年３月末　人口39,987人　世帯数12,687人)

増
大
す
る
ゴ
ミ
と
各
種
公
害
防
止
に
対
処
し

た
工
事
の
進
む
ゴ
ミ
焼
却
施
設

　
（
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
施
設
）

身近な「みどり」から地域の「みどり」へと、「みど

り」づくりを担う人の輪を大きく広げていぐふれ

あい広場¨『わんぱく睦っ子の森』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２



特　別

�｀国民健康保険'％

予算額　23億2,412万9千円]．

収入済額　22億3,126万円

？支出済額　19億3,638万4千円

9i】奨学資金一

予算額　174万5千円

収入満額　153万8千円

支出済額　153万1千円

□農業集落排水事業□

予算頷　13億8,736万1千円

心
ZX 　計

下半期執行状況

l.万一公共下水道事業S。=

]｡予算額　17億4,355万4千円･=

収入済額　8億1,402万6千円

り支出済額　11億6,497万9千円レ

１（収支の不足額は，一般会計　ｼl

lから運用しました）　　　　j｛=

舜老人保健事業＠?……

予算額　27億3,943万1千円

収入済額　6億4,504万2千円Ｈ　ｼﾓ

支出済額　6億5､705万7千円

(収支の不足額は、一般会計

　から運用しました)

３

収入済額　23億5,873万7千円

支出済額　22億∠□35万1千円

戸水

歳入
(栄位・千円：％)

呂科呂　目………9‾ 年採鉱ｻﾞ截鐘 瀧聳

町　　　　　　税 5,025,184 4,853,904 96.6

地方譲与税 219,470 224,961 102.5

利子割交付金 58,000 58,607 101.0

地方消費税交付金 110,000 84,893 77.2

ゴルフ場利用税交付金 55,000 56,972 103.6

特別地方消費税交付金 1,500 1,424 94.9

自動車取得税交付金 150,000 137,074 91.4

地方交付税 2,400,825 2,452,389 102.1

交通安全対策特別交付金 10,000 10,660 106.6

分担金及び負担金 102､004 97,180 95.3

使用料及び手数料 159,475 158,720 99.5

国庫支出金 782,202 633,314 81.0

県　支　出　全 410,366 355,127 86.5

財　産　収　人 267,479 220,628 82.5

寄　　附　　金 63,602 63,600 100.0

繰　　入　‘金 207,239 1,814 0.9

繰　　越　　全 322,559 322,559 100.0

諸　　収　　人 125,944 138,059 109.6

町　　　　　　債 1,308､100 ０ ０

合　　計 11,778,949 9,871,885 83.8

道

I!･雨iISi71

　　予算額　5億699万8千円

　　事業収益　5億2,793万5千円

　　事業費用　4億9,485万1千円

事　　業

]ＦＳ一環l

予算額

資本的収入

漏本的支出

即

4億9,829万円

3億2,605万2千円

4億9,085万9千円

(資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、過年度及び当年

度損益勘定留保資金、当年度消興税収支調整額、建設改良積立金で補

てんしました)



　
５
・
３
４
ト
ン
。
こ
れ
は
、
５
月
3
0
日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
）

を
中
心
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
、
環
境

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
で
す
。

　
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

各
種
団
体
な
ど
延
べ
乙
６
１
３
名
の
方
が
参
加
、
道
路
や

公
園
な
ど
の
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
。
拾
う
心
も
大
切
で
す
が
、
捨
て
な
い
心
を
も
っ

と
大
切
に
し
よ
う
ｌ
ｃ
、
壬
生
小
学
校
の
児
童
も
参
加
、
通

学
路
沿
い
の
公
園
な
ど
の
美
化
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
力
が
結
集
さ
れ
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
ま
あ
い
い

や
」
と
い
う
、
軽
い
気
持
ち
を
無
く
し
、
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
の
一
部
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
学
校
や
各
地
の
行
楽
地
で
は
プ
ー
ル
や
海
開
き
を
迎

え
、
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
夏
休
み
を
控
え
た
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
季
節
の
到
来
で
す
。

　
し
か
し
、
川
や
海
で
水
に
親
し
む
機
会
の
多
く
な
る
こ
の
季
節

は
、
水
の
事
故
が
多
く
な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
の
水
の
事
故
は
1
3
件
発
生
し
、
1
0
名
の
方
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
件
中
９
件
（
約
7
0
％
、
左
下
表
参
照
）

が
、
７
～
８
月
中
に
起
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
関
係
す
る
事
故

は
、
川
で
水
遊
び
中
に
溺
れ
た
事
故
が
１
件
で
し
た
が
、
子
ど
も

の
事
故
は
、
保
護
者
が
目
を
離
し
た
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
隙
に
発
生

す
る
た
め
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

町内最高齢の租貝１０２歳の誕生日を迎えた、

に祝福に応えていました。

　
肝
心
な
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
水
辺
に
近
づ
か
せ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
海
や
川
は
も
ち
ろ
ん
、
人
人
な
ら
何
で
も
な
い
よ

う
な
水
た
ま
り
な
ど
で
も
事
故
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
子
ど
も
を
水
辺
で
遊
ば
せ
る
と
き
は
、
必
ず
、
大
人
が
一

緒
に
つ
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
下
記
の
よ
う
な
事
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
水
の
事
故
に
十
分
注
意

し
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

行為別）平成９年　７・８月の水の事故発生状況（場所

順順 転回蕭言言 ⑤言回漕言言湊灘⑤⑤回

　計

げ成い･比）

河
川

湖

沼

プ
１
ル

用

水
堀

貯
水
槽

そ
の
他

水
泳
中

ボ
１
ド
遊

び

水
遊
び

魚
取
り

通
行
中

作
業
中

水

難
救
助

陸
上
遊

戯

ウ

イ
ン

ド
サ
】
ワ

イ
ン

７月
件数 １ ２ １ １ １ ２ ４件伴3）

死者数 ２ １ １ ２ ３大汗㈲

８月
件数 ３ ２ ４ １ 5胆十3）

死者数 ２ ２ ３ １ 4人汗2）

(併科二栃木警察署)

《水の事故を防ぐために》

◇幼児を連れて川や池で水遊びをするときは、絶

　対に目を離さない

◇小学生だけで水遊びや魚取りに行かせない

◇危険な場所で水遊びや魚取りをしている小・中

　学生を見かけたら声をかける

◇危険な川や池に幼児を近づけない

◇水上レジャースポーツはしっかりとした指導者

　のもと、救命胴衣などの安全装備をつけて行う

◇家庭で自宅付近の危険個所について話し合い、

　水の事故への関心を高めましよう

　
税
務
署
で
は
、
出
版
物
の

訪
問
販
売
は
一
切
、
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
し
、
税
務
職
員

が
納
税
者
の
お
宅
に
伺
う
場

合
は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
「
税
務
指
導
及
び
記
帳
指
導

に
き
た
」
「
税
務
署
の
方
か
ら
き
た
」

な
ど
と
話
し
、
税
務
職
員
と
思
わ
せ
て

税
務
関
係
の
出
版
物
を
売
り
つ
け
た

り
、
入
会
金
、
研
修
会
費
あ
る
い
は
購

読
料
を
要
求
す
る
悪
質
な
出
版
社
等
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
お
か
し
い
な
…
？
」
。

「
変
だ
な
…
？
」
と
恩
っ
た
ら
、
身
分

証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
栃
木
税

務
署
（
�
2
2
－
０
８
８
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５

ほaJ
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　町では，農業・農村の持つ美しい自然や景観，貴重な伝統文化を生

かして，誰からも愛される魅力あるふるさとを創造するため，地域の

主体性と創意工夫を基本とした個性あるむらづくり運動「ふるさとル

ネッサンス」ｺを推進宍しｔいます.………,
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村
づ
く
り
の
心
を
高
め
る
三
矢
し
い

農
村
ぃ
の
写
真
を
募
集
す
る
『
景
観
コ

ン
テ
ス
ト
』
が
行
わ
れ
、
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
最
優
秀
賞
１
点
を
含
む
1
4
点

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
形
式
は
、
３
月
3
0
日
に
役
場
庁
舎

で
行
わ
れ
、
受
賞
者
の
方
々
に
は
表
形

状
と
賞
金
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
応
募
者

全
員
に
、
栃
木
米
『
晴
れ
姿
』
が
進
呈

さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞「尼恋塚『あかね』」豊田省子氏（おもちゃのまち）

　　　　　　　　　受貧者名

優秀賞　｢晩秋｣

　　　　　　｢収穫の喜び｣

　　　　　　｢安川冬景｣

人　選　｢太々神楽｣

　　　　　　｢梨回一言－｣

　　　　　　｢ふれあい市｣

　　　　　　｢稲刈り｣

　　　　　　｢どんど焼き｣

　　　　　　｢農婦｣

　　　　　　｢男体に抱かれて｣

　　　　　　|耕作地｣

　　　　　　｢ソバ畑｣

　　　　　　｢待春の水辺(小藪川)]

_⊃府政吻（瞳つ孚⑤ 馬ﾌしﾂﾞﾝ
　減少する町内の平地林の活用・保全事業の一環として、緑とふれあい、

くつろげる広場「わんぱく睦っ子の森」が、六美可にオープンしました。

　これは、濁協医科大学が所有する土地を借り受けた町が、花壇やベン

チなどを設置し、整備を進めてきたものです。

　４月25日に行われた記念式典で清水町長は、「緑の中で遊び、ふれあう

中で自然と共生する心を育ててほしい」と述べました。

　テープカット、くす玉割り

などに続いて、むらづくり各

種団体による赤飯・苗木など

の無料配布が行われ、広場は

近くの睦小学校の児童や親子

連れなどでにぎわいました。

　なお、無料配布の際、同時

に募ったチャリティーの益金

が、睦作業所に寄付されまし

た。

(敬称略)

　伊藤　　清

　江草　保幸

　川原田忠司

　犬栗　一成

　宮本　さち

　新井　　正

　新井　　正

　赤羽根順子

　渡遭　康彦

　江草　保幸

　鈴木　イト

　川又　康治

　早乙女　正

(緑町三丁目)

(駅　　東)

(緑町三丁目)

(国谷新田)

ｊ
ｊ
き
く
ノ
き
く
ノ
ヘ
ノ

草
町
町
央
栗
東
町

　
横
横

若
下
下
中
駅
駅
旭

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

(緑町一丁出

(松　　原)

『
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
』

オオシマザクラの記念植樹

美
し
い
’
み
ぷ
‘
の
農
村
－
＝

６
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っ
た
人
々
は
、
一
面
の
レ
ン
グ
畑
の
中

で
、
の
ん
び
り
と
自
然
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

た
５
月
1
0
日
、
壬
生
高
等
学
校
東
側
に
　
　
藤
井
小
児
童
に
よ
る
か
ん
ぴ
よ
う
踊
り

広
が
る
面
積
約
１
二
の
レ
ン
グ
畑
に
囲

ま
れ
た
会
場
で
ふ
く
べ
の
里
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
主
催
の
「
ふ
く
べ

の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー
レ
ン
グ
祭

り
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
野
菜
や
漬
物
な
ど
の
即

売
、
焼
肉
、
豚
汁
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー
、
子
ぶ
た
・
ひ

よ
こ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
け
ら
れ
、
お
っ
か
な
び
っ
く
り
子
ぶ

た
に
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
や
、
レ
ン
グ

畑
の
中
で
遊
ぶ
親
子
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
、
藤
井
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
が
行
わ
れ
、
集
ま

ぶ
か
さ
ん
の
手
ざ
わ
り
は
？

■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
十
三
）

漆
芸
家
、
日
光
堆
朱
最
後
の
伝
承
者

　
人
見
　
城
民
（
ひ
と
み
じ
ょ
う
み
ん
）

　
　
　
１
８
９
４
年
（
明
治
一
″
一
年
）
～
　
１
９
７
２
年
（
昭
和
4
7
年
）

　
農
業
を
営
む
善
言
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
与
四
郎
。
壬
生

・
尋
常
高
等
小
学
校
（
壬
生
小
学
校
）
卒

業
と
同
時
に
、
日
光
堆
朱
二
代
目
上
野

桐
恵
の
も
と
に
内
弟
子
と
し
て
入
門

し
、
1
6
年
間
日
光
彫
と
漆
の
修
業
を
し

ま
し
た
。

　
独
立
後
は
、
日
光
堆
朱
三
代
目
を
継

ぎ
「
笑
友
」
と
号
し
ま
し
た
が
、
壬
生

の
城
下
に
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
城

民
」
と
改
号
し
、
東
京
平
和
犬
博
覧
会
、

共
進
会
、
全
国
美
術
工
芸
展
な
ど
に
出

品
を
続
け
、
漆
芸
家
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
正
年
間
に
は
二
度
の

皇
室
猷
上
品
制
作
を
賜
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
３
８
年
（
昭
和
1
3
年
）

に
技
術
保
存
の
た
め
商
工
省
（
通
産
省
）

監
査
官
に
よ
り
工
芸
品
制
作
を
許
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
戦
後
は
、
栃
木
県
芸
術
祭
委

員
な
ど
に
選
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日

本
伝
統
工
芸
展
、
日
本
伝
統
新
作
展
に

出
品
し
人
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）

頃
か
ら
浮
き
彫
り
の
上
に
顔
料
を
混
ぜ

た
漆
を
塗
り
重
ね
て
い
く
技
術
を
開
発

し
、
「
本
堆
朱
」
と
名
付
け
日
光
堆
朱
・

を
伝
統
工
芸
の
誠
に
ま
言
局
め
ま
し

た
。
こ
の
道
一
筋
に
工
芸
振
興
に
尽
く

し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
９
６
０
年
（
昭

和
3
5
年
）
栃
木
県
文
化
功
労

章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
２
年
（
昭
和
４
７
‥
年
）

1
0
月
四
肢
で
没
し
ま
し
た
。

　
な
お
人
見
城
民
先
生
の
作
‐
‐

品
は
８
月
2
3
日
（
且
ま
で
、

資
料
館
記
念
室
に
て
、
展
示

し
て
い
ま
す
。

フ



三
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

５
名
の
よ
い
子
が
漓
走

　
町
で
は
、
６
月
の
歯
の
衛
生
週
間
に

さ
き
が
け
、
幼
児
の
む
し
歯
予
防
な
ど

の
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
毎
年
「
三
歳
児

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
５
月
2
1
日
に
、
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
前
年
の
３
歳
児

健
診
を
受
け
む
し
歯
の
な
い
幼
児
１

ン
ク
ー
ー
ー
ル
に
推
薦
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

最
優
秀
　
古
橋
柚
香

　
　
　
　
　
若
草
町
１
－
７
－
２
０
３

２
３
名
を
対
象
に
ヽ
む
　
　
優
　
秀

し
歯
の
有
無
の
ほ
か
口

腔
内
の
状
態
な
ど
、
全
　
　
優
　
良

体
的
に
審
査
を
行
い
、

次
の
５
名
が
選
ば
れ
ま
　
　
　
″

し
か
。

　
ま
た
、
上
位
２
名
は
　
　
　
″

町
代
表
と
し
て
県
の
コ

ザ

…

…
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‐ ‐
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（

り
た
め
に

５
月
1
5
日
、
４
月
2
4
日
に
9
2
歳
で
亡

く
な
ら
れ
た

本
信
也
さ
ん

「
社
会
福
祉
の
寒

5
0
万
円
の
寄
付

こ
れ
は
、

テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
度
、
故
人
の

た
も
の
で
す
。

の
ご
遺
族

慾
よ
り

め
に
」
と
、

し
た
。

ん
が
ボ
ラ
ン

強
く
、
こ

寄
付
さ
れ

新
村
　
祥
平

　
安
塚
３
３
７
７
－
（
／
）

篠
原
　
弘
樹

　
あ
け
ぼ
の
町
1
3
－
５

高
松
　
瑞
季

　
駅
束
町
1
9
－
1
3

亀
田
　
卓
裕

　
元
町
1
5
－
4
3

一 一 一 一 一 一 一 一 － 一 一 － 一 一 一 一 … 一 一
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く安塚商店会）

……｀･ﾔJ､ティー相撲の益金を寄付　両生郷友命

　
会
員
相
互
の
親
睦
と
郷
土
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
　
　
８

的
に
、
東
京
又
は
東
京
周
辺
に
在
住
す
る
壬
生
町
出
身
者
な

ど
で
組
織
す
る
壬
生
郷
友
会
（
石
崎
達
会
長
）
の
平
成
1
0
年
度

春
季
総
会
が
５
月
3
1
日
、
郷
里
の
壬
生
町
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
町

内
に
お
い
て
総
会
に
移
り
、
石
崎
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

清
水
町
長
か
ら
最
近
の
町
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
と
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
、
松
井
町
議
会
議
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
続

い
た
後
、
佐
藤
　
勉
代
議
士
も
参
加
し
懇
親
会
に
入
り
、
な

ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
総
会
に
は
、
壬
生
に
特
に
関
係
の
深
い
、
鳥
居
恭
子

さ
ん
、
高
須
信
昌
さ
ん
も
特
別
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
郷
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
問
い
合
わ
せ
は
、
次
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
壬
生
郷
友
会
連
絡
先

　
　
東
京
都
大
田
区
萩
中
一
丁
目
－
９
－
1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
志
麻
　
方

行われたチ漕ｽﾘ≒ティー相復め益金を交通安全に役立･て

てほしいと、５月20日に役場庁舎を訪れ、町の交通安

全協会役員立ち会いのもと、町へ寄付しました．

　町、町交通安全協会では、寄付金を交通安全対策の

ために有効に利用していきます./　　　、･.･.･.　　　　･.



　
町
で
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中

核
と
な
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
る

開講武であいさつされる関理事長

l･

｜

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
（
３
級
課
程
）

研
修
会
を
５
月
1
2
日
、
社
会
福
祉
法
入

梅
の
本
会
（
関
　
裕
子
理
事
長
）
の
協

力
を
得
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し

も
つ
け
荘
を
主
会
場
に
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
、
心
身
障
害
児
及

び
難
病
患
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
適
切
な
サ
ー
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
資
質
と
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
、
国
の
定
め
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業
の
指
定
を
受
け

行
う
も
の
で
す
。

　
研
修
会
に
は
5
2
名
が
参
加
、
こ
の
日
か

ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

Ｔ
上
長
Ｅ
Ｉ
か
子
爽
て
麦
鐘
麗
麗

９
一
Ｉ
　
　
ｈ
・
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
％
‘
ｔ
Ｉ
。
ｋ
ご
Ｉ
　
ｈ
・

‘　腐奈実も

講義にのぞむ受講者

い
て
の
講
義
を
2
5
時
間
、
医
療
や
介
護

技
術
な
ど
の
実
技
・
実
習
を
2
5
時
間
の

計
5
0
時
間
を
９
日
間
に
わ
た
り
学
び
、
最

後
に
３
日
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
実
習
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一 一 -

-

ヴｧｲｵﾘﾝ　　　　　ｵﾙｶﾞﾝ　　　　　　　ﾋﾟｱﾉ　千佳真理子　　井上　圭子　　仲道　郁代

○日　時　９月20目（ロ）ＰＭ６：００開場

　　　　　　　　　　　　ＰＭ６：３０開演

○会　場　壬生中央公民館大ホール

　　　　　　　　　　　　（城址公園ホール）

○入場料　３､０００円（全席指定）

　※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出

　　張所、匠壬生町施設振興公社事務所（総合公

９



　
ふ
た
り
で
温
泉
に
行
く
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
い
う
七
郎
さ
ん
・
ミ
ン

さ
ん
夫
妻
は
、
月
２
回
以
上
は
、
那
須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

喜
達
川
な
ど
の
温
泉
地
に
出
か
け
て
い

ま
す
。

　
犬
正
６
年
生
ま
れ
の
七
郎
さ
ん
は
、

一

密達者　　ソ

カッフル⑩

緑町一丁目

　高村 七郎さん(８１)

ミンさん回６)夫妻

壬生来小学校６年

青
春
ス
ケ

ッ
チ
特

　子どもたちにピアノを教えたい

　　　　　　　　上　田　細井桁恵さん

　「小さい頃から習っているピアノが趣味で、家

で毎日弾いています｡」という裕恵さんは、特にベ

ートーベンの曲が好きで、コンサートにも出かけ

るほどのクラシック好きです。

　そのほかお菓子作りが趣味で、アップルパイが

得意です。

　将来の夢は、「子どもたちにピアノを教えること」

だそうです。

｢鍍の世界｣

　壬生来小学校６

　　　渡　部

Ｌ
史

年
心
健

覗
◎
⑩
岳

10



ふれあ
大
ぜ
い
の
人
で
賑
わ
う
名
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

鹿
沼
市
の
東
大
芦
尋
常
高
等
小
学
校
か

ら
補
習
科
へ
進
み
、
卒
業
後
は
実
家
の

農
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
大
正
Ｈ

年
に
生
ま
れ
た
ミ
ン
さ
ん
は
、
鹿
沼
市

の
西
大
戸
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。

　
七
郎
さ
ん
は
昭
和
1
3
年
に
徴
集
を
受

け
、
満
州
（
現
在
の
中
国
東
北
部
）
に

渡
り
ま
し
た
。
お
二
人
が
結
婚
し
た
の

は
、
七
郎
さ
ん
が
一
時
帰
国
し
て
い
た

昭
和
1
9
年
の
こ
と
で
、
終
戦
後
の
2
1
年

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
二
人
は
日
光
市
に
移
り

住
み
、
七
郎
さ
ん
は
市
内
の
精
鋼
所
に

昭
和
4
7
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
年

の
1
0
月
か
ら
壬
生
町
に
居
を
か
ま
え
た

‐
－

　
江
戸
時
代
の
絵
・
陶
芸
の
大
家
　
尾

形
光
琳
・
乾
山
の
作
品
を
揃
え
た
「
光

琳
・
乾
山
名
品
展
」
が
、
４
月
に
慈
覚

大
師
生
誕
地
の
壬
生
寺
で
開
か
れ
、
大

ぜ
い
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
光
琳
・
乾
山
兄
弟
と
壬
生
町
と
の
関

わ
り
は
、
慈
覚
大
師
が
天
皇
の
即
位
を

願
い
造
賜
し
た
観
音
像
が
、
後
に
尾
形

家
に
贈
ら
れ
た
り
、
晩
年
の
乾
山
が
佐

野
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
、
常
楽
寺
に

お
い
て
２
ヵ
月
余
り
作
陶
生
活
な
ど
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

七
郎
さ
ん
は
、
特
定
機
械
検
査
員
の
資

格
を
取
り
、
ク
レ
ー
ン
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
の
検
査
員
を
1
0
年
前
ま
で
つ
と

め
ま
し
た
。

　
七
郎
さ
ん
は
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、

歴
史
も
の
の
本
を
よ
く
読
む
ほ
か
、
名

所
旧
跡
め
ぐ
り
に
も
出
か
け
ま
す
。
壬

生
に
移
り
住
ん
で
か
ら
は
、
町
の
歴
史

を
詳
し
く
知
ろ
う
と
、
町
歴
史
民
俗
資

料
館
の
古
文
書
会
で
学
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ミ
ン
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か

ら
続
け
て
い
る
和
裁
を
趣
味
に
し
て
い

ま
す
。

　
お
二
人
と
も
健
康
維
持
の
た
め
に
毎

日
2
0
～
3
0
分
の
散
歩
を
欠
か
さ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
壬
生
町
と
尾
形
兄
弟
は

歴
史
的
に
関
わ
り
深
い
も
の
と
思
わ

れ
、
今
回
の
開
催
に
つ
な
が
っ
た
も
の

で
す
。

　
名
品
展
に
は
、
二
人
の
数
多
く
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
か
ら
感
嘆

の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
、
住
友
慎
一

氏
（
東
京
都
在
住
）
、
美
術
史
家
渡
辺

達
也
氏
（
国
谷
在
住
）
を
け
じ
め
、
多

数
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

チピッ子アルバム

心

代
射
の
部
優
勝
の
石
川
洋
雄
さ
ん

(6か月)たく　ま琢真ちぺ

(城㈱
　　（父）田村　淳一さん

　　（母）4･　安江さん

お母さんから一言

元気で素直な子に育ってほしい。
｜

j l

　栃木県下弓道鹿沼大会が４月５日、鹿沼市弓道場

で行われ、本町から出場した石川洋雄さん（六美）

が代射の部で優勝、本射の部で３位入賞とすばらし

い活躍をおさめました。

　大会には、県内から弓道愛好家180名が参加し、代

射の部（点数的）と木射の部（的中本数）に静かな

戦いを展開しました。

　　「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを添えて

Ｈ　町総務部企画財政諜広報広聡悟（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。



園
児
交
通
安

飛
び
出
し

　
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
５
月
］
Ｊ
日
、
県
交
通
安

全
教
育
セ
ン
タ
ー
の
交
通
安
全
教
育
車

「
マ
ロ
ニ
エ
号
」
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
、
と
お
り
ま
ち
保
育
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
町
内
の
保
育
園
か
ら

４
、
５
歳
児
１
３
０
名
が
参
加
、
指
導

員
か
ら
昔
話
の
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
を

元
に
し
か
交
通
安
全
の
話
を
聞
き
、

翼
拶
出
し
は
　
ぜ
っ
た
い
に
　
し
な

ご
と
約
束
し
合
い
ま
し
た
。

賑
わ
う
、

朝
市

　
最
後
に
、
園
庭
に
作
っ
た
交
差
点
を

使
い
、
青
信
号
に
な
っ
た
ら
「
右
見
て
、

左
見
て
、
右
を
見
て
、
手
を
挙
げ
て
横

断
歩
道
を
渡
ろ
う
」
な
ど
と
、
横
断
歩

道
の
渡
り
方
を
先
生
に
手
を
取
ら
れ
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。

仲通町商店会
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･

と

，

神

通町商店会(日向野　保会長)〉主催め｢呑龍朝市｣

が５月24日

，

興光寺参道で開かれました

。

　朝市には

，

新鮮な野菜や花√肉

・

魚はもとより

，

一

この朝市は、商店会の知名度アップと:活性化の

一助として、仲通町商店会の約20商店が参加し、

今回、初めて開いたもので、これからも継続的な

作った土のうを積

み上げたり、重い

樹木を岸まで運ぶ

作業に汗を流して

いました。

ｕ
ｑ
い
｛
か
ら
荊
同
ず
訟
ま
す

　
毎
年
、
涼
を
求
め
て
犬
ぜ
い
の
利
用
　
　
　
＊
一
　
　
　
　
般
　
　
６
０
０
円

者
で
賑
わ
う
壬
生
町
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
　
　
　
＊
小
・
中
学
生
　
　
３
０
０
円

い
プ
ー
ル
。

　
今
年
は
、
７
月
Ｈ

用
で
き
ま
す
。

◇
利
用
期
間

　
７
月
Ｈ
日
足
）
～
９
月
６
口
径
）

◇
利
用
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◇
利
用
料
金
（
一
人
１
回
に
つ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
　
　
１
０
０
円

日
（
土
）
か
ら
刊
　
◇
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
開
設
期
間
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
（
リ
４
７
Ｑ
）

＊
期
間
外

・
町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
�

8
2
－
‘
１
９
】
９
り
４
ｒ
Ｄ
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　年金受給者に対して、年金の支払通知書及び振込

通知書は、年金受給者に支払う都度、送付されてい

ましたが、平成10年６月送付分から１年間分の内容

をまとめて通知することになりました。

　これから毎年６月に、６月定期支払いから翌年の

４月定期支払いまでの各支払期における金額、所得

税額及び差し引き支払額を事前に通知し、支払額に

変更のあった場合は、その都度、変更後の支払額等

を通知することとなりました。

　なお、平成10年６月定期支払いにおいては、支払

い（振込）通知書の裏面に支払い通知書等を簡略化

した旨を記載し、周知を国ります。

　６月定期支払いから翌年の４月定期支払いまでの

間に、65歳到達、支払調整完了等により支払額等が

変更となることが予め判明している場合には、支払

額等が変更となる支払い月の直前の支払い月までの

内容を通知します。

◇簡略化の対象範囲

　①国民年金・厚生年金保険支払（振込）通知書

　②船員保険支払（振込）通知書（職務上）

　③厚生年金保険支払（振込）通知書

　④船員保険支払（振込）通知書

　⑤国民年金支払（振込）通知書

　　※郵便局において、現金で受け取る方については今まで

　　　どおり支払いの度に支払い通知書が送付されます。

◇次の処理が行われた場合は、その都度、

　支払（振込）通知書を送付します。

　Ｉ．新規裁定が行われた場合。

　Ｌ物価スライドによる改定以外の事由（年金額

　　　変更、支給停止額変更、税額変更等）により

　　　支払い彼等に変更が生じた場合。

　Ⅲ。差止解除または支払い保留解除が行われた場合。

○問合せ先　　町民生部住民課国民年金係

　　　　　　　　　　　�８２－ １２３４内線１１９

葉
桜
や
掛
け
れ
ば
き
し
む
古
ベ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
田
鶴

み
ど
り
の
日
無
料
配
布
の
列
に
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

桜
餅
恋
に
は
遠
き
膝
小
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
本
文
二

葉
桜
や
遠
出
の
姉
妹
ロ
ー
ヒ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
愛
子

俳
　
　
句

⑤
か
つ
ト
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
平
　
野
・
青

柳

組

準優

優
勝勝

加市

藤川

■　●笹西

井山

組組

⑤
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

準優男嘸優男
優
勝勝

斉鈴

木
・
藤

藤
・
中

島田

組組

ド
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
勝勝

石上

不
ダ
ブ
ル
ス

川野Ａ

楠　楠田佐

中藤

組組

　
第
1
5
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
５
月
2
4
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館

で
行
わ
れ
、
男
女
４
部
門
の
ダ
ブ
ル
ス

に
4
4
チ
ー
ム
が
参
加
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

一
員
ｍ
�
四
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

゜
＼
・
”

‐
‐
‐
｛
一

’
・
・
’
一
’

一
三

一
縦
犬
胆
号
米
七
諦
り
ｒ
禄
皆
や

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
。
…
…
…
…
゛
’
゛
べ

桂一鎖値紡績
　第15回壬生町テニス大会が５月24日、町総合運動場テニス

コートで行われ、男子ダブルス22チーム、女子ダブルス21チ

ームの計43チームが出場、息の合った熱戦が展開されました。
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男女ダブルス優勝の皆さん

☆男子ダブルス

　優　勝
　　高橋・渡部　組
　準優勝
　　植松・中島　組
　三　位
　　阿部・中山
　　青木・柏崎

☆女子ダブルス

　優　勝

　
　
）

組
組

　原子・谷垣内組
準優勝
　本田・津吹
三　位
　中村・狩谷
　鈴木・杉田

府府

営

組

組
組

ｊ

　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
　
歌

愛
嬌
の
あ
る
一
声
に
呼
び
と
め
ら
れ

い
ら
ぬ
物
ま
で
買
う
は
め
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
綾
子

野
焼
跡
若
草
肋
え
て
陽
炎
の
ま
ぶ
し
く

っ
づ
く
午
后
の
長
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

大
吉
の
御
神
く
じ
な
れ
ば
ほ
の
ぼ
の
と

足
ど
り
か
る
く
山
門
を
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
香

目
の
仇
に
芝
生
の
雑
草
抜
き
お
れ
ど

次
か
ら
つ
ぎ
と
生
え
て
く
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
ノ
リ
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W･

６目は「正しい六の鴉い方強震目闇」です

ペットを飼つ
　ベットを飼う以｡ﾋは芒のペットの身になって、愛樋と

○フンの暗未収腸い主の輯埋です

　○御近所の人すへてが六・猫旧きとは限りません。

　　そんな方々にも理解の得られるよう責任を持って飼いl

　O散歩申のフンは必ず胎末しましょう。六や猫だといっi

　O登録は、六の終生１回、狂六漓予防注射は毎年受けな「

　○死亡や夥動馨の届け出は保健課まで必ず提出して下さC

◎跨の)原し勝則四壁鼎こし霖い

　六の放し鵬いは県条例により禁止きれています。

　散歩する時も、弓|き鋼なとでつないでしましょう。

知らない闇に他人に迷癌をかけてい

放し鵬いをすると野六と闇違えられ

○撮て汽・
捨てられ尨犬や猫は、無●窓死を迫見るが、

　「のら犬・猫」になりａ丸窓lz建�をがけ1

絶対に「捨て六・猫」はし窓いで下さい。

◎阻鼠ヽ孤臥験邸疆&

し＆ラ

●放れている犬・飼い

　主のいない犬にさわ

　ったり、さわろうと

　しむまいけません。

鑑畦や注射済繭は「迷子託」になります。

六や猫の首輪に付けておきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　迷い六・迷い猫に酋っ尨ときなとに、発貝が旱<忿ります。

壬生町回生部保健腫環境公害佩　�８２－１２３４（内議１０９）

訂
　
正

　
広
報
み
ぶ
５
月
号
４
ペ
ー
ジ
、

自
治
会
連
合
会
役
員
名
簿
中
、
理

事
　
戸
崎
豊
二
さ
ん
は
戸
崎
豊
治

さ
ん
の
誤
り
で
す
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
）

jl………ま.･゜

=ち･
.･の･.･うごき＜

　　　　６月１日現在

総人口40,000人（△９）

　男　19,716人（△６）

………=一女……士ﾚ卸,284人………（△3.）.

世帯数12,762世を（2）

　　（）内は前月比

　
川
又
ム
メ
さ
ん
（
中
泉
・
明
治
３
１
年

３
月
2
7
日
生
ま
れ
）
が
、
５
月
1
6
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
（
享
年
百
歳
）

めが　　　　●　●●●
に大納　　　国　国都固琵のa　　　∃JH

まふ照　－.､､.-､保税税
じ゜　納ょ゛リL　期悩い§宦官
緋9ﾄﾞLリ四

　八ﾚrnS

　早口　旦　－

７
月
の
納
税
等

７月は｢愛の血液助け合い運動｣月間

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
友
楽
令
姉
入
部
様

金
２
千
２
１
５
円
①

　
　
　
　
　
　
壬
生
中
野
球
部
Ｏ
Ｂ
様

金
３
千
円
①
　
　
（
有
池
辺
寝
装
様

金
３
万
円
①

金
5
0
万
円
②

金
２
万
８
６
９
円
①

金
２
千
円
①

金
３
千
円
⑦

寄
　
付

　
あ
る
ぷ

匿
　
　
名

様様

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

　
　
　
青
木
　
信
也
様

　
　
　
青
木
　
信
也
様
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